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近
世
長
崎
銅
吹
所
に
つ
い
て

岩

崎

義

員。

は
じ
め
に

現
在
、
長
崎
市
の
繁
華
街
や
こ
れ
を
貫
流
す
る
川
に
そ
の
名
を
残
す
「
銅
座
」
は
、
享
保
一

O
年
か
ら
元
文
三
年
の
聞
に
設
け
ら

れ
て
い
た
長
崎
銅
吹
所
（
銅
精
錬
施
設
）
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
同
地
で
は
、
寛
保
元
年
か
ら
延
享
二
年
六
月
期
日
ま
で
、

長
崎
町
年
寄
久
松
善
兵
衛
引
請
の
も
と
、
馬
込
聖
徳
寺
浜
鋳
銭
と
併
行
し
、
唐
人
屋
敷
遣
用
な
ど
を
目
的
と
し
た
鉄
銭
が
鋳
造
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
同
地
に
対
し
、
宝
暦
四
年
、
「
銅
座
跡
」
支
配
が
町
乙
名
加
役
と
し
て
設
定
さ
れ
、
近
世
長
崎
の
都
市
行
政
機
構
の

中
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
長
崎
銅
吹
所
に
関
す
る
研
究
は
、
長
崎
の
地
誌
類
を
精
査
し
た
渡
辺
庫
輔
氏
の
研
究
を
第
一
に
指
摘
で
き
、
ま
た
、
山

脇
悌
二
郎
氏
も
幕
府
に
よ
る
銅
貿
易
統
制
の
一
環
と
し
て
銅
吹
所
の
設
置
に
言
及
し
た
。
た
だ
、
い
ず
れ
も
史
料
的
な
制
約
が
大
き

く
、
長
崎
に
銅
吹
所
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
の
歴
史
的
意
義
を
充
分
に
論
じ
得
る
だ
け
の
基
礎
的
な
デ
I
タ
さ
え
提
示
で
き
て
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
で
は
、
銅
吹
所
自
体
、
研
究
対
象
と
し
て
等
閑
視
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
の
か
。
後
述
の
如
く
、
長
崎
銅
吹

所
は
、
「
地
下
吹
匡
」
と
し
て
、
当
時
の
大
坂
銅
吹
屋
中
の
脅
威
と
な
り
得
る
ほ
ど
の
施
設
・
精
錬
能
力
を
有
し
、
当
該
期
の
銅
貿
易
・

近
世
長
崎
銅
吹
所
に
つ
い
て

九



近
世
長
崎
銅
吹
所
に
つ
い
て

。

銅
統
制
政
策
上
少
な
か
ら
ざ
る
意
義
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
な
い
。
先
行
諸
研
究
が
、
長
崎
銅
吹
所
に
関
し
充
分
な
考
察

を
展
開
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
専
ら
史
料
的
制
約
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
歴
史
的
評
価
と
は
当
然
需
離
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
本
論
で
は
、
筆
者
が
可
能
な
限
り
収
集
し
得
た
銅
吹
所
関
連
史
料
を
も
と
に
、
ま
ず
、
そ
の
実
態
解
明
を
第
一
の
目
的
と
し
、

あ
わ
せ
て
、
銅
貿
易
・
銅
統
制
政
策
上
に
お
け
る
意
義
を
、
特
に
、
秋
田
荒
銅
の
長
崎
廻
送
と
当
時
の
銅
貿
易
構
造
の
上
か
ら
論
じ

て
み
た
い
。

銅
吹
所
の
設
置
と
そ
の
概
要

長
崎
銅
吹
所
設
置
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
庫
輔
氏
引
用
「
長
崎
紀
事
」
に
、
「
事
保
九
辰
年
石
田
嘉
平
次
と
云
者
唐
船
代
り
銅

吹
所
之
儀
相
願
免
許
有
之
、
浜
町
裏
手
海
中
を
埋
築
出
し
、
九
州
銅
山
を
取
立
樟
吹
い
た
し
唐
船
え
相
渡
」
と
あ
り
、
ま
た
同
じ
く

「
長
崎
雑
記
拾
遺
」
に
は
、
享
保
一

O
年
春
に
銅
吹
屋
が
完
成
し
、
八
月
に
は
、
船
大
工
町
と
銅
吹
所
が
あ
る
築
地
と
の
聞
に
土
橋
が

設
け
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
銅
吹
所
は
、
事
保
九
年
、
石
田
嘉
平
次
に
よ
っ
て
、
東
浜
町
裏
手
の
埋
築
地
に
設
立
認

可
さ
れ
た
施
設
で
あ
り
、
翌
年
春
頃
に
は
完
成
を
み
た
と
推
測
で
き
、
さ
ら
に
、
精
錬
原
料
に
は
、
「
九
州
銅
山
」
、
即
ち
九
州
域
内

の
産
銅
を
充
て
、
こ
れ
を
も
っ
て
主
に
唐
船
輸
出
向
銅
の
精
錬
を
意
図
し
た
施
設
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
窺
え
る
。
住
友
家
文
書
の

寛
延
四
年
、
大
坂
銅
吹
屋
中
よ
り
の
願
書
に
は
、
「
長
崎
地
下
人
石
田
嘉
平
次
と
申
者
、
熊
銅
を
以
売
上
候
願
相
叶
、
於
長
崎
吹
所
ヲ

建
、
六
万
斤
御
用
銅
吹
立
売
上
候
事
」
と
あ
り
、
「
長
崎
紀
事
」
の
「
九
州
銅
山
」
が
、
具
体
的
に
は
、
肥
後
球
磨
銅
山
を
示
す
こ
と

が
明
ら
か
と
な
り
、
施
設
建
設
の
発
起
人
で
あ
る
石
田
が
、
阻
後
球
磨
銅
山
と
関
係
を
有
し
た
こ
と
が
、
銅
吹
所
設
置
へ
向
け
た
具

体
的
な
背
景
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
長
崎
町
人
の
九
州
各
地
の
銅
山
へ
の
資
本
参
画
は
、
球
磨
銅
山
の
他

に
、
椎
葉
・
佐
伯
な
ど
の
各
銅
山
で
行
わ
れ
て
い
た
。
設
置
の
背
景
と
し
て
、
ま
ず
第
一
に
、
こ
う
し
た
長
崎
町
人
と
銅
山
を
め
ぐ

る
関
係
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。



ま
た
、
長
崎
へ
銅
吹
所
が
設
立
認
可
さ
れ
る
政
策
的
な
背
景
と
し
て
は
、
事
保
六
年
一
二
月
の
「
御
割
合
御
用
銅
」
の
廃
止
と
諸

山
産
銅
の
長
崎
直
送
認
可
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
詳
細
に
ふ
れ
る
余
裕
は
な
い
が
、
享
保
元
年
よ
り
、
幕
府
は
、
長
崎
貿
易
銅
の
供
出

高
を
強
制
的
に
各
地
の
銅
山
へ
割
り
当
て
る
「
御
割
合
御
用
銅
」
と
い
う
体
制
を
し
き
、
毎
年
の
供
出
銅
は
、
大
坂
銅
吹
屋
の
も
と

で
樟
銅
へ
精
錬
さ
れ
、
長
崎
へ
と
廻
送
さ
れ
た
。
そ
の
御
用
銅
の
買
入
資
金
は
、
幕
府
か
ら
の
取
替
銀
で
あ
り
、
長
崎
会
所
か
ら
幕

府
御
金
蔵
へ
の
銅
代
銀
返
納
が
滞
り
が
ち
に
な
る
と
、
幕
府
は
、
享
保
七
年
よ
り
の
幕
領
産
銅
の
長
崎
直
送
を
許
容
し
、
代
銀
も
長

崎
会
所
か
ら
直
接
に
受
け
取
る
よ
う
指
示
を
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
長
崎
廻
銅
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化
、
就
中
、
長
崎
へ
の
荒

銅
の
直
送
を
認
可
し
た
点
が
、
長
崎
へ
の
銅
吹
所
設
置
を
認
可
せ
し
め
た
重
要
な
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
次
に
、
銅
吹
所
施
設
の
配
置
や
床
数
の
概
要
を
長
崎
市
立
博
物
館
所
蔵
「
浜
町
裏
銅
吹
所
絵
図
」
（
紙
本
・
彩
色
・
一
鋪
）
に

求
め
て
み
た
い
。
同
絵
図
は
、
船
大
工
町
方
面
を
上
方
に
描
か
れ
、
左
方
に
東
浜
町
と
い
っ
た
位
置
関
係
と
な
る
。
船
大
工
町
か
ら

は
、
享
保
一

O
年
八
月
頃
に
完
成
し
た
と
云
わ
れ
る
土
橋
（
長
七
間
半
）
が
架
か
っ
て
い
る
。
銅
吹
屋
右
手
に
は
、
「
銅
吹
屋
之
内
坪

数
千
二
百
三
十
三
坪
」
と
、
建
物
な
ど
何
も
描
か
れ
て
い
な
い
空
地
ら
し
き
も
の
が
み
え
る
。
こ
こ
で
は
、
施
設
の
中
核
と
な
る
銅

吹
屋
（
坪
数
一
、
三
六
八
坪
）
を
中
心
に
、
そ
の
概
略
を
図
示
し
て
み
た
い
。

図
中
の
、
「
小
」
・
「
灰
」
－

Z
E
・
「
真
」
・
「
難
」
の
略
記
号
は
、
各
々
小
吹
所
・
灰
吹
所
・
合
吹
所
・
真
吹
所
・
難
波
吹
で
あ
り
、

丸
数
字
は
、
そ
の
設
置
数
を
把
握
し
易
く
す
る
た
め
に
便
宜
上
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
小
吹
所
な
ど
精
錬
関
連
施
設
の
建
物
は
茶
色
、

樟
銅
蔵
や
荒
銅
土
蔵
は
桃
色
、
そ
の
他
、
賄
所
・
細
工
人
居
所
な
ど
は
緑
色
で
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
精
錬
関
連
施
設
の
床
数
と
間
取

り
は
、
主
な
も
の
で
、

小
吹
所
一
四
床

合
吹
所
六
床

難
波
吹
二

O
床

（
間
口
二
間
×
奥
行
ニ
間
）

二
間
×

二
間
）

灰
吹
所

真
吹
所
一

O
床

四
床

（
間
口
二
間
×
奥
行
二
間
）

二
間
×

二
間
）

一
間
半
×

二
間
）

近
世
長
崎
銅
吹
所
に
つ
い
て



近
世
長
崎
銅
吹
所
に
つ
い
て

↑ 
船大工町側
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番
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円

空地→

そ
の
他
「
か
ら
ゆ
り
場
」
一
床
（
五

間
半
×
ニ
間
）
、
「
荒
銅
ゆ
り
場
」
一
床
（
間

数
書
入
無
）
、
「
荒
銅
出
入
所
」
（
三
間
×
三

間
）
・
「
か
ら
臼
場
」
（
五
間
×
二
間
）
、
「
山
吹
」

で
あ
り
、

一
床
（
二
間
×
二
間
）
・
「
ゆ
り
も
の
が
ら
み

所」

長崎浜町銅吹所概略図

一
床
（
間
数
書
入
無
）
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
精
錬
施
設
の
ほ
か
、
荒
銅
土
蔵
・

樟
銅
蔵
の
貯
蔵
施
設
、
賄
所
・
細
工
人
居
所
・

鍛
冶
小
屋
・
番
所
主
一
ヶ
所
）
・
人
別
勘
定
所
・

勘
定
場
も
設
け
ら
れ
、
ま
た
、
敷
地
内
の
賄

所
と
隣
接
し
て
銅
吹
所
発
頭
人
石
田
嘉
平
次

宅
が
あ
る
こ
と
も
留
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。

生
産
技
術
や
能
力
な
ど
質
的
な
単
純
比
較

は
当
然
不
可
能
で
は
あ
る
が
、
参
考
ま
で
に
、

当
時
の
大
坂
銅
吹
犀
泉
屋
の
吹
所
内
の
精
錬

施
設
（
万
延
二
年
当
時
）
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。

図

←東浜町側



合
床

南

蛮

床

七

床

二

間

）

こ
の
よ
う
に
、
施
設
配
置
の
面
か
ら
の
み
み
れ
ば
、
泉
屋
の
吹
所
と
比
較
し
て
も
遜
色
は
な
い
。

な
お
、
荒
銅
の
精
錬
は
、
銅
が
銀
を
含
む
か
、
含
ま
な
い
か
に
よ
っ
て
、
二
つ
の
工
程
に
大
別
さ
れ
る
。
含
ま
な
い
場
合
は
、
「
間

吹
」
床
で
、
荒
銅
を
溶
解
し
、
不
純
物
を
取
り
除
く
作
業
の
み
を
行
う
。
長
崎
銅
吹
所
で
は
、
「
真
吹
所
」
（
一

O
床
）
が
、
こ
の
工

程
を
実
施
し
た
。
含
銀
銅
の
場
合
は
、
ま
ず
、
合
床
で
、
荒
銅
と
鉛
を
溶
解
し
、
合
金
を
作
る
（
「
合
吹
」
）
。
続
い
て
、
南
蛮
床
（
「
難

波
床
」
）
で
、
銅
と
鉛
の
合
金
か
ら
、
溶
解
温
度
の
差
を
利
用
し
、
銀
を
含
ん
だ
鉛
を
液
状
に
し
て
分
離
す
る
（
鮫
吹
」
）
。
こ
こ
で
分

離
し
た
鉛
（
含
銀
）
か
ら
、
灰
に
鉛
を
し
み
込
ま
せ
（
こ
の
灰
が
炉
粕
）
、
銀
を
抽
出
す
る
の
が
「
灰
吹
」
と
呼
ば
れ
る
工
程
で
あ

る
。
そ
し
て
、
先
の
鼓
吹
工
程
で
銀
を
分
離
し
た
銅
を
、
樟
銅
等
へ
成
形
す
る
の
が
「
小
吹
」
で
あ
る
。
長
崎
銅
吹
所
で
は
、
こ
の

南
蛮
吹
の
為
の
、
「
合
吹
所
」
↓
「
難
波
吹
」
（
南
蛮
吹
）
↓
「
灰
吹
所
」
↓
「
小
吹
所
」
と
い
っ
た
精
錬
工
程
に
沿
っ
た
施
設
配
置

で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
就
中
、
「
難
波
吹
」
二

O
床
の
存
在
は
、
比
較
的
含
銀
量
が
少
な
い
九
州
域
銅
山
を
対
象
と
し
て
長

崎
銅
吹
所
が
設
置
さ
れ
た
と
す
る
「
長
崎
紀
事
」
の
内
容
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。
施
設
と
し
て
は
、
九
州
域
外
の
比
較
的
含
銀
量

の
多
い
荒
銅
の
長
崎
銅
吹
所
へ
の
廻
送
と
、
樟
銅
へ
の
精
錬
吹
立
を
念
頭
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

長
崎
に
お
い
て
は
、
浜
町
銅
吹
所
の
外
に
、
精
錬
施
設
や
細
工
人
の
稼
行
状
態
が
比
較
的
よ
く
判
明
す
る
も
の
と
し
て
、
明
和
四

年
、
稲
佐
塩
硝
蔵
跡
地
に
設
げ
ら
れ
た
稲
佐
鋳
銭
吹
所
が
あ
る
。
鋳
銭
吹
所
は
、
同
年
八
月
朔
日
よ
り
鋳
銭
を
開
始
し
、
安
永
二
年

迄
の
七
年
間
で
、
銅
銭
一
二
万
三
、

0
0
0貫
文
を
鋳
造
し
た
。
吹
所
の
総
坪
数
は
、
四
一
三
坪
四
合
八
勺
と
、
先
の
銅
吹
匿
の
約

三
分
の
一
程
度
の
敷
地
で
あ
っ
た
。
主
な
精
錬
・
鋳
造
施
設
の
配
置
は
、

大

吹

所

（

間

口

三

間

半

×

奥

行

二

間

）

熔

土

小
吹
床

七
床

（
間
口
一
・
五
間
×
奥
行
二
間
）

灰
吹
床

間
吹
床

床

二
間
×

ニ
間
）

一
・
五
間

× 

床

近
世
長
崎
銅
吹
所
に
つ
い
て

四一
床床

一
二
床

（
間
日
了
九
間
×
奥
行
二
間
）

二
間
×

二
間
）

（
間
口
二
間
×
奥
行
三
間
）



近
世
長
崎
銅
吹
所
に
つ
い
て

四

二

床

二

間

二

聞

と

三

間

）

の
一
三
床
で
あ
る
。
こ
う
し
た
鋳
造
施
設
の
外
に
、
長
崎
会
所
が
鋳
銭
業
務
の
全
体
を
管
理
指
揮
す
る
為
の
役
所
や
分
量
・
品
質
を

検
査
す
る
銭
改
所
・
掛
改
場
、
細
工
人
の
出
入
を
検
査
す
る
帯
解
門
等
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
「
鋳
銭
一
件
」
に
記
さ
れ
た
年

間
鋳
造
予
定
高
三
万
三
、

0
0
0貫
文
に
必
要
な
地
金
見
積
は
、
荒
銅
九
万
三
、
一
八

O
斤
、
鉛
六
万
五
、
五
二

O
斤
、
白
目
四
万

九
、
五

O
O斤
の
三
種
の
地
金
で
あ
り
、
年
間
の
取
扱
地
金
斤
量
は
、
単
純
加
算
で
二

O
万
八
、
二

O
O斤
程
度
と
な
る
。
鋳
銭
吹

所
に
勤
務
し
た
細
工
人
は
、
会
所
役
人
な
ど
を
除
外
し
、
一
四
五
名
で
あ
り
、
そ
の
出
身
町
別
の
内
訳
（
但
し
、
一
四
四
名
の
内
訳
）

を
み
る
と
、
長
崎
周
辺
の
郷
地
が
一
九
名
、
市
中
が
一
二
五
名
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
、
銅
座
跡
一
八
名
・
本
古
川
町
一
四
名
な

ど
が
比
較
的
細
工
人
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
銅
吹
所
の
跡
地
で
あ
る
銅
座
跡
は
、
当
時
、
長
崎
周
辺
か
ら
の
流
入
人
口
が
多

か
っ
た
区
域
で
あ
り
、
そ
の
家
作
普
請
が
制
限
さ
れ
る
程
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
本
古
川
町
は
、
明
和
三
年
二
月
の
長
崎
大
火
の
火
元

で
あ
り
、
そ
の
町
は
全
焼
に
帰
し
た
。
即
ち
、
明
和
期
の
長
崎
鋳
銭
の
一
側
面
と
し
て
、
長
崎
地
下
人
の
職
場
を
確
保
し
、
ひ
い
て

は
、
被
災
民
に
対
す
る
救
岨
政
策
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
も
指
摘
可
能
で
あ
る
。
鋳
銭
吹
所
と
銅
吹
所
と
を
比
し
た
場
合
、
後
者
の

方
が
、
施
設
の
敷
地
や
原
料
地
金
の
取
扱
量
（
後
述
の
如
く
、
年
間
推
定
一

O
O万
斤
を
超
過
す
る
年
次
も
あ
る
）
に
お
い
て
圧
倒

的
に
多
く
、
銅
吹
所
が
抱
え
る
細
工
人
も
、
当
然
、
鋳
銭
吹
所
よ
り
は
多
人
数
に
及
ぶ
こ
と
は
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
鋳

銭
吹
所
の
設
置
に
よ
っ
て
生
じ
た
、
鋳
銭
細
工
人
の
賃
銀
を
含
め
、
長
崎
地
下
か
ら
の
必
要
物
資
（
米
・
道
具
な
ど
）
調
達
に
関
す

る
諸
支
出
は
、
安
永
元
年
ま
で
の
六
年
間
で
銀
九
九
一
貫
四
九
O
目
余
に
も
及
び
、
長
崎
地
下
の
経
済
振
興
策
と
し
て
の
意
義
も
見

落
と
せ
な
い
。
享
保
期
、
長
崎
銅
吹
所
の
設
置
に
も
、
正
徳
新
令
以
来
の
「
地
下
困
窮
」
へ
の
対
応
策
と
し
て
の
一
面
の
存
在
し
た

こ
と
を
想
定
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。

岡

× 



2 

秋
田
荒
銅
の
長
崎
廻
送
と
銅
精
錬

享
保
一
一
年
一
二
月
二
七
日
、
「
於
立
山
初
村
茂
四
郎
・
森
百
助
両
人
銅
方
御
用
ニ
付
大
坂
へ
被
差
越
候
様
被
何
付
候
」
と
、
同
年

正
月
一
五
日
か
ら
俵
物
方
（
蒲
池
弥
市
郎
と
相
役
）
、
四
月
一
一
一
一
一
日
か
ら
為
替
方
立
合
（
中
山
作
三
郎
・
小
南
進
九
郎
と
相
役
）
を
加

役
勤
務
し
た
長
崎
会
所
請
払
役
茂
四
郎
は
、
翌
年
正
月
二
八
日
、
森
百
助
と
手
代
橋
本
五
大
夫
と
共
に
、
大
坂
で
の
御
用
銅
買
付
の

た
め
、
長
崎
を
出
足
し
た
。
一
行
が
大
坂
に
到
着
し
た
の
は
二
月
一
五
日
で
あ
り
、
同
年
八
月
五
日
、
長
崎
へ
帰
着
す
る
ま
で
、
ほ

ぽ
半
年
聞
に
亙
る
大
坂
出
役
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
聞
の
荒
銅
・
樟
銅
の
買
付
及
び
長
崎
へ
の
廻
送
、
銅
代
の
大
坂
送
銀
と
そ
の
支
払

状
況
の
記
録
が
峰
家
史
料
に
伝
存
す
る
が
、
こ
こ
で
は
、
事
保
一
一
年
三
月
か
ら
七
月
ま
で
の
、
大
坂
で
の
荒
銅
・
樟
銅
の
買
入
と

長
崎
へ
の
廻
送
事
情
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

会
所
役
人
の
大
坂
で
の
買
付
荒
銅
は
、
秋
田
荒
銅
の
長
崎
廻
送
分
を
除
き
、
大
坂
銅
吹
屋
中
へ
掛
渡
さ
れ
、
樟
吹
の
上
、
長
崎
へ

廻
送
さ
れ
た
。
表
1
中
の
日
付
は
、
荒
銅
の
場
合
、
吹
屋
へ
の
掛
渡
目
、
長
崎
へ
の
廻
送
（
船
積
）
日
で
あ
り
、
樟
銅
の
場
合
は
（
す

べ
て
七
月
二
日
付
）
、
樟
代
銀
受
取
証
文
が
、
各
銅
吹
屋
か
ら
提
出
さ
れ
た
翌
日
の
日
付
で
あ
る
。
荒
銅
買
入
高
の
総
計
は
、
二
二
六

万
四
、
九
二
二
斤
で
あ
り
、
内
一
八
九
万
八
、
八

O
五
斤
五
合
が
銅
吹
屋
へ
渡
さ
れ
、
残
余
三
六
万
六
、
一
一
七
斤
五
合
は
、
荒
銅

の
ま
ま
長
崎
へ
廻
送
さ
れ
た
。
よ
っ
て
、
会
所
役
人
の
樟
銅
・
荒
銅
買
入
高
は
、
荒
銅
（
樟
銅
精
錬
分
）
と
樟
銅
の
合
計
二

O
七
万

八
、
七
六

O
斤
余
と
、
長
崎
廻
送
分
荒
銅
と
の
合
計
で
、
二
四
四
万
四
、
八
七
七
斤
余
と
な
る
。
ま
た
、
樟
銅
は
、
箱
詰
（
一

O
O

斤
詰
）
二
万
七
九
七
箱
の
内
、
七
月
二

O
日
迄
に
一
万
二
四
七
箱
の
船
積
が
完
了
し
た
こ
と
か
ら
、
約
半
数
が
、
初
村
・
森
の
大
坂

発
足
以
降
、
長
崎
へ
廻
送
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
各
銅
山
別
の
荒
銅
・
樟
銅
買
入
高
の
割
合
を
検
討
し
て
み
た
い
。
樟
銅
で
の
比
較
対
照
が
数
値
的
に
可
能
な
た
め
、
こ
の

点
に
配
慮
し
表
2
を
作
成
し
た
。
全
体
の
買
入
高
は
、
別
子
銅
が
八
月
以
降
に
売
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
や
（
八

i
九
O
万
斤
程
度
）
、

近
世
長
崎
銅
吹
所
に
つ
い
て

二
五



近
世
長
崎
銅
吹
所
に
つ
い
て

享保11年荒銅・樟銅買入廻送表

買入廻送日 銅山名 荒銅高 棒鋼高 備 考

斤 斤
3,24 津軽 50,000 47,500 （吹屋渡）
3,28～4,6 秋 田 101,640 長崎え積下ス（1,000箇）

秋 田 304,346 291,341 吹屋中え渡ス
4,2 立 川 33,000 30,690 （吹屋渡）
4,2 生野 40,000 37,200 （吹屋渡）
5,7～5,11 秋 田 302,945 291,306 （吹屋渡）
5,28 生野 83,000 77,190 （吹屋渡）
5,28 立 川 22,000 20,460 （吹屋渡）
5,28 尾去沢 70,000 66,500 （吹屋渡）
5,28 津軽 30,000 28,500 （吹屋渡）
6,7～6,11 秋 田 204,935 196,738 （吹屋渡）
5，晦 秋 田 59,980 長崎え下ス
6,12 生野 120,000 111,600 （吹屋渡）
6,27 尾去沢 160,000 152,000 （吹屋渡）
6,27 津軽 70,000 66,500 （吹屋渡）
7,2 樟銅 115,000 
7,2 別子 80,000 
7,2 永松 30,000 
7,2 熊野 44,000 
6,23～26 秋 田 204,496 長崎え下ス
6,21～23 秋 田 154,116 147,951 吹屋渡
7,8～11 秋 田 254,461 244,282 右同断

2,264,922 2,078,760 

表1

六

【註】「享保十一午年銅方御用大坂登諸御用留」（峰家史料108-22）より作成。

大
坂
銅
吹
屋
以
外
の
新
規
銅
吹
屋
の
長

崎
で
の
樟
銅
売
上
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏

ま
え
れ
ば
、
享
保
一
一
年
の
会
所
買
入

銅
の
総
計
は
、
少
な
く
と
も
三

O
O万

斤
は
超
過
し
た
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
事
実
か
ら
、
荒
鋼
、

と
く
に
秋
田
荒
銅
の
長
崎
廻
送
と
長
崎

銅
吹
所
と
の
関
係
、
即
ち
長
崎
銅
吹
所

で
の
銅
精
錬
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
秋
田
荒
銅
の
長
崎
廻
送
を
想
定
す

る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、

前
述
の
如
く
、
か
か
る
銅
吹
所
の
設
置

は
、
一
面
で
、
当
時
の
「
地
下
困
窮
」

と
言
わ
れ
た
長
崎
地
下
の
窮
状
打
開
政

策
の
一
環
で
も
あ
っ
た
と
推
定
し
た
。

そ
こ
で
、
秋
田
荒
銅
の
長
崎
廻
送
と
そ

の
精
錬
の
意
味
を
、
特
に
、
吹
賃
の
問

題
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。

表
3
に
よ
れ
ば
、
事
保
一
一
年
、
秋



衰 2 事保11年樟銅買入高割合表（但，斤以下切り捨て）

近世長崎鏑吹所について

銅 山 棒鋼高 割合 荒銅高 備 考

斤 % 斤

津 軽 142,500 6.9 150,000 
尾去沢 218,500 10.5 230,000 

永松 30,000 1.4 
秋田 1,171,618 56.4 1,220,803 
生 野 225,990 10.9 243,000 
別子・立川 131,150 6.3 55,000 立川のみ荒銅

熊野 44,000 2.1 
吹屋所持樟銅 115,000 5.5 

計 2,078,758 100.。1,898,803 

【註】「享保ナー午年銅方御用大坂登諸御用留J（峰家史料108-22）より作成。

表3 秋田荒銅内訳（事保11年）単位：箇

一～～～～～ー 小沢 三枚 板木 仁ノ俣 小計 備 考

3月28日より長崎積下 750 150 50 50 1,000 3月26日付売上証文有

4月2日より吹屋渡 2,630 200 170 3,000 3月26日付売上証文有

5月7日より吹屋渡 2,015 505 480 3,000 4月29日付売上証文有

6月7日より吹屋渡 2,000 2,000 5月付吹屋渡り分有

長崎之下すス分 4,334 999 1,042 621 6,996 5月付秋田鍋長府下り分
2,000 98 502 。2,600 実廻送高

残（未済） 2,334 901 540 621 4,396 
6月22日・24日吹屋渡 1,500 1,500 6月20日付売上証文有

7月4日～11日吹屋渡 2,500 2,500 7月朔日付兎t証文有

七
計 15,729 1,854 1,742 671 19,996 

【註】「享保十一午年銅方御用大坂登諸御用留J（峰家史料108-22）より作成。



近
世
長
崎
銅
吹
所
に
つ
い
て

ニ
八

回
荒
銅
の
内
、
長
崎
へ
の
廻
送
高
は
、
六
、
九
九
六
箇
（
約
七

O
万
斤
）
で
あ
り
、
そ
の
高
の
内
訳
は
、
秋
田
小
沢
荒
銅
五
、

O
八

四
箇
、
同
三
枚
て
一
四
九
筒
、
同
板
木
沢
一
、

O
九
二
箇
、
仁
ノ
俣
六
七
一
箇
で
あ
っ
た
。
板
木
沢
は
同
年
の
買
入
総
高
て
七

四
二
箇
の
約
六

O
パ
ー
セ
ン
ト
、
仁
ノ
俣
に
い
た
っ
て
は
、
す
べ
て
が
長
崎
へ
の
廻
送
分
で
あ
る
。
ま
た
、
事
保
二

O
年
六
月
、
周

防
柳
井
津
沖
で
破
船
し
た
大
坂
鳴
尾
屋
市
兵
衛
船
宮
福
丸
は
、
秋
田
三
枚
荒
銅
五

O
O箱
を
積
載
し
て
お
り
、
秋
田
荒
銅
の
長
崎
廻

送
は
、
継
続
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

事
保
七
年
、
御
用
銅
の
会
所
直
買
入
が
実
施
さ
れ
た
当
初
か
ら
、
長
崎
会
所
（
長
崎
奉
行
）
は
、
大
坂
で
の
荒
銅
（
銅
貿
易
向
）

買
入
価
格
の
上
限
と
し
て
一

O
O斤
九
O
目
替
を
設
定
す
る
も
、
秋
田
荒
銅
は
例
外
的
に
九
五
匁
替
で
買
い
入
れ
る
な
ど
、
そ
の
獲

得
に
は
特
に
念
を
入
れ
て
い
た
。
こ
の
点
は
、
事
保
九
年
二
月
三
日
付
長
崎
奉
行
石
河
土
佐
守
が
、
当
時
大
坂
聞
の
秋
田
荒
銅
二
五

O
万
斤
を
九
五
匁
替
で
買
い
入
れ
、
樟
吹
の
上
、
長
崎
へ
廻
送
す
る
よ
う
指
示
を
す
る
と
同
時
に
、
「
秋
田
銅
は
足
り
銀
多
ク
有
之
ニ

付
」
と
し
て
、
大
坂
銅
吹
屋
へ
対
し
秋
田
銅
の
樟
吹
賃
の
見
積
を
提
出
さ
せ
た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
ま
た
、
「
去
辰
（
享
保
九
）
年

分
樟
銅
吹
雑
用
之
内
ニ
て
出
灰
吹
銀
差
引
吹
賃
帳
」
（
峰
家
史
料
m
l
1
）
か
ら
、
生
野
・
明
延
・
尾
去
沢
・
津
軽
・
立
川
・
別
子
・

秋
田
阿
仁
四
ヶ
山
・
多
田
の
各
銅
山
別
の
吹
賃
内
訳
を
一
覧
し
た
の
が
表
4
で
あ
る
。
な
お
、
秋
田
銅
吹
賃
は
、
先
の
銅
吹
屋
提
出

の
見
積
と
同
値
で
あ
あ
る
。

ま
ず
、
銅
一

O
O斤
の
内
、
銃
吹
と
間
吹
に
処
さ
れ
る
斤
数
の
内
訳
が
あ
り
、
含
銀
量
の
多
い
生
野
や
秋
田
銅
は
、
一

O
O斤
す

べ
て
が
鍍
吹
に
掛
け
ら
れ
る
。
①
と
し
て
吹
雑
用
掛
物
が
あ
る
が
、
銃
吹
の
工
程
を
踏
む
斤
量
が
多
い
程
、
そ
の
価
格
は
高
く
な
る
。

ま
た
、
銃
吹
に
必
須
な
鉛
の
使
用
量
も
嵩
む
た
め
、
①
と
②
の
鉛
代
を
含
め
た
小
計
は
、
生
野
・
秋
田
銅
が
高
額
に
及
ぶ
。
だ
が
、

そ
の
手
聞
を
掛
け
て
銀
を
按
き
取
っ
た
分
が
、
④
「
灰
吹
銀
歩
引
」
と
し
て
差
し
引
か
れ
る
た
め
、
⑤
の
吹
賃
は
、
生
野
が
最
も
高

く
な
り
、
小
沢
・
三
枚
・
板
木
・
多
田
・
明
延
等
三
ヶ
山
・
別
子
・
仁
之
俣
の
順
と
な
る
。
仁
之
俣
に
至
つ
て
は
、
含
銀
量
が
著
し

く
高
率
で
あ
り
、
吹
賃
が
四
匁
三
分
余
に
し
か
及
ば
な
い
。
そ
こ
で
、
先
の
秋
田
荒
銅
の
内
、
長
崎
へ
廻
送
さ
れ
た
数
量
と
内
訳
を



享保9年各銅山別樟銅吹賃

樟吹銅 銅吹方 ①吹雑用 燃捨鉛 ③小計 ＠灰吹銀 ⑤吹賃

(100斤） 銭吹 間吹 掛物 ②鉛代 右斤数 （①＋＠） 歩引 （＠一④）

斤 斤 匁 匁 斤 匁 匁 匁

生 野 100 。16.736 6.734 8.42 23.47 9.8 13.67 

尾去沢 50 50 12.999 2.391 3.338 15.69 5.39 10.3 
禅 軽

立 JI( 30 70 11.504 1. 73 2.157 13.234 3.43 9.804 

51~ 子 30 70 11.504 1.724 2.155 13.228 3.13 10.098 
沢 100 。6.736 5.744 7.18 22.48 9.8 12.68 

板 木 100 。16.736 6.624 8.28 23.36 17.74 10.62 
枚 100 。16.736 6.489 8.1 23.225 11.76 11.465 

仁之俣 100 。16.736 6.686 8.357 23.422 19.11 4.312 
多 田 40 60 10.065 2.663 3.328 12.728 2.352 10.376 

表4

近
世
長
崎
銅
吹
所
に
つ
い
て

【註】「享保十乙巳年去辰年分神銅吹雑用之内ニて出灰吹銀差引仕吹賃帳」（峰家史料111
ー1）より作成。

但し，享保10年8月大飯銅吹屋中よりの書上。帳末に，「右は吹方諸入用語色相場を

以棺積り諸雑用之内ニて出灰吹銀引落シ相残吹賃銀ニて御座候」とあり。

も
う
一
度
み
て
み
る
と
、
産
出
量
の
最
も
多
い
小
沢
は
と

も
か
く
、
そ
の
他
三
ヶ
山
、
特
に
板
木
沢
と
仁
之
俣
の
荒

銅
を
優
先
的
に
長
崎
（
銅
吹
所
）
へ
廻
送
し
た
い
と
す
る

意
図
が
明
ら
か
に
読
み
と
れ
る
。
秋
田
荒
銅
の
長
崎
廻
送

の
背
景
に
は
、
生
産
高
が
当
時
圏
内
最
大
で
あ
っ
た
こ
と

は
も
と
よ
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の

荒
銅
の
品
質
で
あ
ろ
う
。
小
沢
（
別
予
銅
並
）
を
除
い
た

阿
仁
三
ヶ
山
は
、
そ
の
何
れ
に
お
い
て
も
、
合
銀
比
率
が

高
く
、
出
灰
吹
銀
と
の
差
引
で
、
樟
銅
吹
賃
が
低
く
設
定

で
き
、
吹
賃
を
支
払
う
側
は
、
荒
銅
の
買
入
価
格
を
あ
る

程
度
抑
制
で
き
れ
ば
、
適
用
銀
に
よ
る
吹
賃
銀
の
実
質
的

な
支
払
を
確
実
に
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
効
果

が
あ
っ
た
。

長
崎
会
所
は
、
こ
う
し
た
含
銀
率
の
高
い
秋
田
荒
銅
を
、

明
ら
か
に
意
図
的
に
、
長
崎
へ
廻
送
し
、
長
崎
地
下
の
銅

吹
所
へ
そ
の
精
錬
を
委
託
し
た
。
銅
吹
所
絵
図
に
み
た
「
難

波
吹
」
は
、
ま
さ
に
、
秋
田
荒
銅
の
精
錬
の
為
に
、
遺
憾

な
く
活
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

九



近
世
長
崎
銅
吹
所
に
つ
い
て

3 

享
保
一
一
一
年
銅
貿
易
の
構
造

。

で
は

う
し
た
長
崎
銅
吹
所
と
銅
貿
易
の
関
連
を

事
保

年
の

未

富
阿
蘭
陀

り いと五 A 「「年と匁六代ン収史も商
増て鋼、許銅御蒼対て両録ダ支料と売
銀 も直 O を 直定筒比口（」船をかに方

局Ft~iiilil 雪！！ i ま号善
え品金一口 c:二売合銀、商金示ーて盆
た羅八両銭金万方」二九売高し二み婁
額き、に替八五覚年七五金はた年た（奮

－~~号室 ~8~~1 宣 Z j~I ；怨f
し直両 O 金六 O 載時六ハ、実、貿ず 13
て段に匁二両両の→五三七記オ易、）
い上 つ宛万のと、未匁二八年ラの同を

享保12年唐・蘭貿易の収支

＼ 摘 要 銀 高 割合 備 考

貫匁 % 
阿蘭飽御定売（2鍍） 1,450,000 10.6 金25,000両

収 唐船御定売銀（43鰻） 4,290,260 31.5 五嶋破般l鰻分を含む

阿蘭陀口銭替 250,000 1.8 

唐船側定外売銀 102,600 0.8 

蘭509,632匁

銅直段上り増銀 2,414,022 17. 7 （蘭口銭替附7匁
入 唐1,816,523匁

出銀｛唐・蘭分加算） 4,587' 751 33.6 買渡諸色口銭銀総4,387匁を含む

その他（糸口銭等12項目） 544,284 4.0 

計 13,638,917 100 

事保12年分働運上 2,900,000 21.3 金50,000両

享保7年連上納不足 437,646 3.2 地下配分不足の内に取替

支地下配分之内ニ相渡 1,269,319 9.3 金14,053荷

阿蘭陀持渡金 的6,288 4.4 唐（4,171,920匁）・蘭(1,215,000匁）
唐船御定持渡銀 87,390 0.6 在留阿蘭陀人為遺残置（80,475匁）を含む

唐・蘭船渡銅代 5,386,920 39.5 持渡金・残シ金出自銀，諸買物代

唐船俵物語色銀 770,434 5.6 深見久大夫助成銀等7項目
出唐・闘諸遺捨等 1,339,103 9.8 

阿蘭陀口銭替より払方 316, 747 2.3 
その他｛出銀の内より波方） 525,070 3.8 

計 13,638,917 100 

衰 5

【註】「来年唐阿蘭陀商売方覚書」（峰家史料101-13）より作成。

但し，匁以下は切り捨て。



る
こ
と
に
な
る
。
享
保
六
年
よ
り
、
新
金
二
五
、

0
0
0両
の
御
定
売
が
実
施
さ
れ
、
同
一
八
年
よ
り
「
宝
銀
立
之
商
法
」
が
開
始

さ
れ
る
迄
、
年
間
取
引
船
数
が
二
般
の
場
合
、
商
売
金
高
が
二
万
五
、

0
0
0両
を
超
過
す
る
年
が
、
事
保
八
年
（
三
万
三
、
七
八

六
両
）
、
同
一

O
年
（
三
万
四
、
二
二
六
両
）
、
同
一
三
年
（
三
万
二
、
四
三
五
両
）
、
同
一
四
年
（
三
万
三
、
七
八
六
両
）
、
同
一
七

年
（
三
万
三
、
四
七
五
両
）
に
各
々
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
超
過
分
は
何
れ
も
「
銅
直
段
上
り
増
」
金
の
商
売
が
、
「
御
定
売
」
と
併

行
実
施
さ
れ
て
い
た
為
に
、
数
値
的
に
明
瞭
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
（
勿
論
、
取
引
が
一
鰻
の
場
合
も
、
「
銅
直
段
上
り
増
」
金
は
実

施
さ
れ
て
い
た
）
。
こ
の
「
銅
直
段
上
り
増
」
は
、
会
所
の
銅
買
入
価
格
と
唐
蘭
船
へ
の
輸
出
価
格
と
の
差
額
を
補
填
す
る
為
に
設
定

さ
れ
た
商
売
枠
で
あ
り
、
会
所
に
よ
る
銅
直
買
入
の
実
施
と
密
接
な
関
連
も
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
は
後
述
し
た
い
。

ま
た
、
唐
船
の
商
売
高
は
、
享
保
六
年
か
ら
四
、

0
0
0貫
目
（
唐
船
四

O
般
）
と
有
余
売
七

O
O貫
目
程
度
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。

「
信
牌
方
記
録
」
所
載
の
唐
船
商
売
高
に
は
、
「
御
定
売
高
」
・
「
雑
物
替
銀
」
の
数
値
の
み
記
載
さ
れ
る
が
、
「
年
々
諸
用
留
」
四
番
（
上
）

に
は
、
享
保
八
年
（
唐
船
三
一
一
腰
）
の
商
売
高
と
し
て
、
御
定
銀
高
三
、

O
九
五
貫
目
・
銅
直
段
上
り
増
銀
一
、
二
九
三
貫
七
一

O

目
・
有
余
売
七
一
四
貫
九
五

O
目
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
事
保
九
辰
年
分
唐
船
拾
三
般
商
売
元
払
聞
出
銀
御
勘
定
帳
」
（
峰

家
史
料
削
1
M）
所
載
の
享
保
九
年
の
取
引
実
績
で
も
、
「
唐
船
壱
拾
三
腫
御
定
売
御
定
外
銅
直
段
上
り
共
」
と
し
て
、
「
売
高
合
半
銀

新
銀
」
て
七
五
六
貫
五
二

O
目
（
一
般
平
均
一
三
五
貫
一
一
七
匁
）
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
売
銀
高
に
「
銅
直
段
上

り
増
」
分
が
含
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
実
際
、
享
保
二
一
年
の
御
定
売
と
御
定
外
を
加
え
た
四
、
三
九
二
貫
八
六

O
目
を
唐
船
数

四
三
で
除
し
た
一
腰
平
均
の
銀
高
が
、
一

O
二
貫
一
四
五
匁
に
留
ま
り
、
同
九
年
の
平
均
値
を
下
回
る
こ
と
か
ら
も
、
か
か
る
推
測

が
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。

享
保
一
二
年
次
の
唐
蘭
貿
易
の
出
銀
総
計
は
、
四
、
五
八
七
貫
七
五
一
匁
で
あ
り
、
こ
れ
に
そ
の
他
（
糸
口
銭
）
を
加
え
た
五
、

一
三
二
貫
三
五
匁
か
ら
、
支
出
項
目
の
運
上
銀
・
運
上
納
不
足
銀
（
享
保
九
年
運
上
不
足
銀
高
一
、
三
六
三
貫
九
八

O
目
の
内
、
享

保
一
一
年
唐
船
一
一
腹
商
売
出
銀
を
以
九
二
六
貫
三

O
O目
余
を
返
納
予
定
よ
り
猶
残
り
銀
高
）
・
地
下
配
分
へ
の
繰
入
分
・
そ
の
他

近
世
長
崎
銅
吹
所
に
つ
い
て



近
世
長
崎
銅
吹
所
に
つ
い
て

（
深
見
久
大
夫
助
成
等
）
が
支
出
さ
れ
る
。
正
徳
新
令
以
降
の
い
わ
ゆ
る
「
地
下
困
窮
」
の
問
題
が
、
唐
蘭
貿
易
不
振
と
地
下
配
分
額

の
実
質
的
な
減
退
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
そ
の
一
要
因
と
し
て
長
崎
銅
廻
の
不
進
と
、
定
高
制
に
規
定
さ
れ
た
銅
輸
出
価
格
と
買
入

価
格
の
差
損
の
補
填
（
銅
償
銀
）
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
そ
こ
で
、
享
保
一
二
年
の
地
下
配
分
の
あ
り

方
を
、
こ
こ
で
一
瞥
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

先
の
出
銀
の
内
、
運
上
不
足
分
の
地
下
配
分
へ
の
繰
入
等
に
よ
る
「
未
年
唐
阿
蘭
陀
商
売
方
覚
書
」
に
記
さ
れ
た
地
下
配
分
の
総

計
銀
高
は
、
三
、
三
三

O
買
五
八
六
匁
（
但
し
、
地
下
配
分
の
財
源
三
口
の
総
計
と
一
貫
目
の
差
有
）
に
及
び
、
商
売
出
銀
か
ら
の

繰
入
て
二
六
九
貫
三
一
八
匁
は
、
そ
の
約
三
割
を
占
め
る
。
残
余
は
、
享
保
一
二
年
諸
浮
銀
か
ら
の
差
引
残
分
一
、

O
O八
貫
三

五
O
目
と
享
保
九
年
運
上
不
足
分
へ
の
返
納
予
定
銀
一
、

O
五
三
貫
九
一
八
匁
に
よ
っ
て
各
々
賄
わ
れ
た
。
「
崎
陽
群
談
」
に
は
、
長

崎
地
役
人
の
私
曲
を
懲
憩
す
る
も
の
と
し
て
長
崎
奉
行
よ
り
認
識
さ
れ
、
為
に
、
求
め
ざ
る
浮
銀
は
、
貧
家
御
救
米
代
金
な
ど
へ
の

繰
り
入
が
督
励
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
一
方
で
、
糸
割
符
増
銀
・
出
嶋
間
銀
・
牛
皮
出
銀
・
唐
人
屋
敷
家
賃
銀
・
銅
口
銭
・
唐
人
遣

捨
銀
の
残
余
分
と
し
て
計
上
さ
れ
る
浮
銀
は
、
「
地
下
困
窮
」
が
叫
ば
れ
る
中
、
地
下
配
分
の
重
要
な
拠
出
先
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は

注
意
を
要
し
よ
う
。
享
保
一
二
年
次
の
浮
銀
総
計
は
、
一
、
五
二
七
貫
五
三

O
目
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
浮
銀
払
捨
・
拝
借
取
替
分
を

差
し
引
い
た
て
二
九
八
貫
三
五

O
目
か
ら
先
の
地
下
配
分
へ
の
繰
入
銀
一
、

O
O八
貫
三
五

O
目
が
計
上
さ
れ
た
。
浮
銀
の
内
訳

を
み
る
と
、
勘
定
項
目
だ
げ
で
二
三
項
目
に
も
及
び
、
最
大
の
収
入
で
あ
っ
た
積
戻
東
塙
察
船
雑
用
荷
物
払
銀
で
も
全
体
の
約
一
八

パ
ー
セ
ン
ト
し
か
占
め
な
い
。
ま
た
、
隠
物
召
上
等
払
代
な
ど
非
恒
常
的
な
収
入
項
目
に
二

O
O貫
目
を
超
過
す
る
銀
高
の
計
上
が

あ
り
、
し
か
も
、
全
体
と
し
て
は
、
一

O
O貫
目
を
下
回
る
小
口
の
勘
定
項
目
が
主
た
る
収
入
源
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
財
源

と
し
て
は
、
極
め
て
不
確
定
要
素
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
う
し
た
諸
浮
銀
か
ら
、
さ
ら
に
、
貿
易
利
銀
収
公
貫
徹

の
一
端
と
し
て
、
銀
二
九
五
貫
目
（
金
五
、

0
0
0両
）
が
、
享
保
一
一
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
「
長
崎
前
借
」
（
金
五
万
両
）
の
一

0

ヶ
年
賦
返
済
銀
と
し
て
差
し
引
か
れ
て
い
る
。



享保12年銅代銀単価

～～～～～～ 買入代銀 輸出前代銀 銅直段上増銀

貫 匁 賓匁！
% 

貫匁
% 

阿蘭陀渡1,000,000斤
100斤単価

1,215,000 617,500 
50.8 

597,500・I)
49.l 

121.5匁 61. 75匁 59.75匁

唐船渡 3,476,600斤 4,171,920 2,355,396 
56.4 

1,816,523 
43.5 

100斤単価 120.0匁 67.75匁 52.25匁

表 B

近
世
長
崎
銅
吹
所
に
つ
い
て

【註】「未年唐阿蘭陀商売方覚書」（峰家史料101-13）より作成。
表中，割合は，買入代銀に占める割合を百分で表示。

輸出前代銀は，史料の単価記載をもとに算出。

叫但し，増銀597,500目の内，銀87,867匁5分は口銭替。

ケ
所
・
竃
銀
の
割
付
に
つ
い
て
も
一
瞥
し
て
み
る
と
、
地
下
配
分
の
内
か

ら
の
支
出
を
最
大
の
財
漉
と
し
、
ヶ
所
銀
に
つ
い
て
は
、
口
銭
出
目
銀
（
一
一
二
貫

三
四
一
匁
）
・
糸
割
符
増
銀
ご
二
貫
一
五
匁
）
・
遣
用
残
払
出
銀
（
一
八
貫
二

O
二

匁
）
・
牛
皮
出
銀
（
九
三
匁
ヵ
、
但
、
筆
者
計
算
値
）
が
加
算
さ
れ
、
全
体
で
六
六
六

貫
三
五
七
匁
と
な
り
、
総
ヶ
所
数
三
、
九
O
八
ヶ
所
に
割
付
、
一
ヶ
所
一
七

O
目
五

分
宛
の
割
付
高
と
な
る
。
ま
た
、
竃
銀
は
、
地
下
配
分
銀
か
ら
の
三
四
五
貫
目
に
、

事
保
一
一
年
遣
用
残
払
出
銀
九
貫
三
五
九
匁
が
加
算
さ
れ
た
三
五
四
貫
三
五
九
匁
を
、

享
保
一
二
年
の
七
月
と
一
二
月
、
翌
年
七
月
の
三
度
に
割
付
、
総
竃
数
三
度
平
均
九
、

三
四
四
竃
と
し
て
、
一
電
三
七
匁
九
九
三
六
余
宛
の
割
付
高
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
幕
府
へ
の
返
済
銀
の
取
替
と
諸
浮
銀
を
全
体
の
六
割
し
て
構
成
さ
れ
る
地
下
配

分
の
あ
り
方
は
、
当
時
の
「
地
下
困
窮
」
の
あ
り
方
を
数
値
的
に
裏
付
け
る
も
の
で

ま
た
、

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

で
は
、
享
保
一
一
一
年
の
唐
蘭
貿
易
収
支
の
上
で
、
約
四
割
の
占
め
た
支
出
項
目
で

あ
る
銅
代
と
、
「
銅
直
段
上
り
増
銀
」
商
売
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
数
値
的
に
検
討
し
て

み
た
い
。
「
銅
直
段
上
り
増
銀
」
は
、
端
的
に
、
長
崎
会
所
の
銅
買
入
価
格
と
唐
蘭
船

へ
の
輸
出
価
格
の
差
額
に
相
当
す
る
。
「
長
崎
会
所
五
冊
物
」
等
に
は
、
会
所
の
銅
買

入
価
格
と
輸
出
価
格
の
差
損
は
、
「
償
銀
」
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
。
因
み
に
、
唐

船
（
一

O
腫
）
の
場
合
で
、
五
八
七
貫
四
八
二
匁
余
、
蘭
船
の
場
合
は
、
六
七
七
貫

（お）

七
O
O自
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
一
方
的
な
長
崎
会
所
の
損
失
と
し
て
処
理
さ
れ
て



近
世
長
崎
銅
吹
所
に
つ
い
て

四

い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
事
保
七
年
以
降
、
同
一
八
年
迄
の
取
引
で
は
、
そ
の
差
損
分
を
商
売
高
に
加
え
、
後
年
の
「
償
銀
」
に
相
当

す
る
損
失
を
抑
制
す
る
仕
法
が
採
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
唐
蘭
別
の
銅
買
入
価
格
と
輸
出
価
格
の
構
成
は
、
表
6
の
知
く
で
あ
る
。
唐

蘭
船
の
場
合
で
買
入
価
格
に
差
ご
匁
五
分
）
が
存
在
す
る
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
船
の
場
合
、
買
入
単
価
一
一
二
匁
五

分
に
輸
出
高
一

O
O万
斤
を
剰
し
た
額
が
買
入
代
銀
一
、
一
二
五
貫
目
で
あ
り
、
そ
の
内
、
輸
出
単
価
六
一
匁
七
分
五
厘
で
計
算
し

た
六
一
七
貫
五

O
O目
が
輸
出
前
代
銀
と
な
り
、
差
引
の
五
九
七
貫
五

O
O目
が
「
銅
直
段
上
り
増
銀
」
と
し
て
計
上
さ
れ
る
。
但

し
、
こ
の
五
九
七
貫
五

O
O目
の
内
、
八
七
貫
八
六
七
匁
余
（
「
銅
直
段
上
り
増
銀
」
を
一
両
五
八
匁
で
の
金
換
算
八
、
七
八
六
両
に

つ
い
て
、
一
両
に
付
銀
一

O
匁
計
算
）
は
、
口
銭
替
分
で
あ
る
。
輸
出
前
単
価
の
六
一
匁
七
分
五
厘
は
、
享
保
六
年
の
オ
ラ
ン
ダ
へ

の
渡
銅
一
一
五
万
斤
の
内
、
当
年
分
四

O
万
斤
に
つ
い
て
、
前
年
（
享
保
三

i
六
年
）
迄
の
輸
出
前
単
価
一
二
三
匁
五
分
を
、
享
保

七
年
か
ら
の
新
金
・
銀
の
適
応
に
よ
る
半
減
商
売
を
う
け
て
折
半
し
た
単
価
で
あ
る
。
唐
船
に
つ
い
て
も
同
様
の
計
算
で
、
輸
出
前

六
七
匁
七
分
五
厘
と
し
て
、
買
入
単
価
と
の
差
額
五
二
匁
二
分
五
厘
に
輸
出
銅
高
三
四
七
万
六
、
六

O
O斤
を
剰
し
た
額
が
、
「
銅
直

段
上
り
増
銀
」
で
あ
っ
た
。
輸
出
前
単
価
と
「
銅
直
段
上
り
増
銀
」
単
価
の
、
買
入
単
価
に
占
め
る
割
合
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
場
合
で

ほ
ぼ
五
割
宛
、
唐
船
の
場
合
で
は
、
若
干
輸
出
前
単
価
の
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
仕
法
を
長
崎
会
所
が
採
択
し
た
背

景
に
は
、
取
引
額
を
新
金
銀
の
適
応
に
よ
っ
て
半
減
と
し
た
も
の
の
、
銅
買
入
の
実
勢
価
格
が
左
程
下
が
ら
な
か
っ
た
事
情
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
享
保
四
年
次
の
銅
代
（
荒
銅
）
平
均
単
価
は
、
銀
九
八
匁
五
分
四
厘
余
で
、
こ
れ
に
吹
賃
を
加
算

（幻｝

し
た
樟
銅
代
銀
は
、
事
保
一
二
年
次
の
会
所
買
入
代
銀
単
価
と
大
き
な
差
を
生
じ
な
い
。
ま
た
、
享
保
一
一
年
の
場
合
も
み
て
も
、

大
坂
銅
吹
屋
か
ら
の
樟
銅
買
入
価
格
は
、
一
律
一

O
O斤一

O
九
匁
二
分
で
あ
り
、
こ
れ
に
長
崎
へ
の
廻
送
賃
・
諸
雑
費
が
加
算
さ

れ
、
一
二

0
1
一
一
二
匁
の
買
入
価
格
が
計
上
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

享
保
七
年
以
前
、
例
え
ば
、
「
享
保
四
亥
年
唐
船
阿
蘭
陀
商
売
出
銀
勘
定
目
録
」
（
峰
家
史
料

ml却
）
に
は
、
「
正
徳
五
未
年
よ
り

享
保
三
成
年
迄
唐
阿
蘭
陀
商
売
出
銀
之
内
為
上
納
之
積
長
崎
え
被
残
置
候
分
」
の
納
高
総
計
七
、
三
九
八
貫
三

O
四
匁
の
内
に
、
「
是



ハ
享
保
三
成
年
唐
阿
蘭
陀
船
え
渡
銅
代
弁
諸
雑
用
共
指
引
残
償
銀
、
且
又
此
償
金
之
両
替
之
損
銀
共
ニ
高
三
万
弐
千
七
百
四
拾
弐
両

弐
歩
銀
四
匁
三
分
四
厘
八
毛
壱
弗
石
河
土
佐
橋
証
文
を
以
拙
者
共
方
え
請
取
候
内
壱
万
三
千
両
ハ
成
年
惣
出
銀
之
内
よ
り
相
渡
候
分

引
残
知
此
」
と
し
て
銀
て
一
八
四
貫
五
五
四
匁
余
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
納
高
か
ら
、
四
日
の
「
渡

銅
売
損
銀
」
・
「
銅
代
差
引
不
足
償
銀
」
・
「
差
引
不
足

償
」
・
「
差
引
償
銀
」
を
含
め
た
て
八
九
九
貫
八
二

O
目

が
、
或
い
は
大
坂
銅
吹
屋
へ
渡
さ
れ
、
或
い
は
大
坂
御
金

蔵
ヘ
返
納
さ
れ
て
い
る
。
銅
貿
易
に
伴
う
買
入
額
と
輸
出

高
の
具
体
的
な
差
損
額
は
明
瞭
で
な
い
が
、
こ
こ
で
の
小

計
額
が
、
享
保
一
二
年
の
「
銅
直
段
上
り
増
銀
」
よ
り
下

回
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
享
保
七
年
の
半
減
商
売
に
よ

る
銅
輸
出
単
価
の
切
り
下
げ
が
、
唐
蘭
貿
易
収
支
構
造
に

つ
い
て
も
つ
意
味
は
明
瞭
と
な
ろ
う
。

で
は
、
享
保
一
二
年
の
銅
輸
出
の
構
造
を
み
て
み
よ
う
。

表
7
に
、
長
崎
会
所
に
よ
る
銅
買
入
高
の
内
訳
と
割
合
、

及
び
輸
出
高
の
内
訳
と
割
合
を
表
示
し
た
。
買
入
総
計
は
、

樟
銅
四
五
七
万
七
、
八
七
五
斤
、
そ
の
内
か
ら
オ
ラ
ン
ダ

へ一

O
O万
斤
、
唐
船
（
四
二
般
・
五
嶋
破
船
一
鰻
）
へ

三
四
七
万
六
、
六

O
O斤
等
が
掛
け
渡
さ
れ
、
残
分
と
し

享保12年銅買入高・輸出高

｜＼ 摘 要 銅斤高 割合

斤 % 

買 ①午（享保11）年残り銅之分 255,800 5.6 

②未（享保12）年買入銅廻着之分 1,632,000 35.6 

入
③右同断之内地下吹屋出来銅 1,210,800 26.4 

④右同断大坂屋売上げ銅 1,430,000 31.2 

⑤右同断鈴木清九郎売上銅 39,000 0.9 
高 ⑥右同断肥後求摩荒銅買入棒ニ吹立高 7,838 0.2 

⑦午年小豆島破船銅歩一買戻 2,437 0.1 

計 4,577,875 100.0 

輸
①阿蘭陀船2般 1,000,000 21.8 

②未唐船42綬弁五嶋破船 3,476,600 75.9 

出 ③未3番・ 8番・ 29番御用物等代り 8,487 0.2 

高
④掛入銅（①～③） 23,990 0.5 

⑤残（申年元立） 68,797 1.5 

計 4,577,875 100.。

表 7

近
世
長
崎
銅
吹
所
に
つ
い
て

【註】「未年唐阿蘭陀商売方覚書」（峰家史料101-13）より作成。
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近
世
長
崎
銅
吹
所
に
つ
い
て

六

て
六
万
八
、
七
九
七
斤
が
翌
年
へ
繰
り
越
さ
れ
た
。
ま
ず
、
買
入
高
の
内
訳
か
ら
み
て
み
た
い
。
①
は
、
前
年
の
残
分
。
②
は
、
享

保
一
二
年
に
長
崎
会
所
役
人
が
大
坂
で
買
い
入
れ
、
同
地
で
樟
吹
さ
れ
長
崎
へ
廻
送
さ
れ
た
高
。
③
は
、
「
地
下
吹
屋
」
と
あ
る
如

く
、
長
崎
銅
吹
所
に
よ
っ
て
精
錬
さ
れ
た
樟
鏑
。
こ
の
数
値
は
、
当
時
、
長
崎
銅
吹
所
の
精
錬
高
や
精
錬
能
力
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

長
崎
会
所
が
大
坂
で
買
い
入
れ
た
秋
田
荒
銅
等
を
、
樟
吹
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
④
は
、
お
そ
ら
く
は
、
大
坂
銅
吹
屋
の
一
軒
で
あ

る
大
坂
屋
と
思
わ
れ
る
が
、
屋
号
し
か
判
明
し
な
い
。
詳
細
は
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
（
但
し
、
銅
吹
屋
の
大
坂
屋
で
あ
れ
ば
、

秋
田
藩
と
の
関
係
は
密
接
で
あ
り
、
売
上
分
に
占
め
る
秋
田
銅
の
割
合
は
、
か
な
り
高
率
に
及
ぶ
も
の
と
推
定
で
き
る
）
。
⑤
は
、
鈴

木
清
九
郎
な
る
人
物
の
売
上
分
で
あ
る
が
、
同
人
は
、
「
奥
州
南
部
・
羽
州
秋
田
銅
買
請
、
賃
吹
に
可
致
哉
、
又
ハ
吹
屋
取
立
可
致

哉
、
是
も
長
崎
御
用
銅
差
下
候
筈
」
と
し
て
、
事
保
七
年
に
新
規
銅
吹
屋
を
願
い
上
げ
た
人
物
の
一
人
で
あ
り
、
大
坂
銅
吹
屋
の
抵

抗
に
も
拘
わ
ら
ず
、
南
部
・
秋
田
銅
を
吹
立
て
、
長
崎
御
用
銅
と
し
て
売
り
上
げ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
⑥
は
、
肥
後
球
磨
荒
銅
の
買

入
分
で
あ
る
。
銅
吹
所
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
「
九
州
銅
山
」
の
銅
吹
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
長
崎
町
人
に

よ
る
九
州
各
地
銅
山
へ
の
資
本
参
画
が
存
在
し
て
い
た
と
は
既
に
指
摘
し
た
。
特
に
、
肥
後
相
良
領
五
木
（
逆
瀬
川
岩
谷
銅
山
）
に

は
、
正
徳
元
年
四
月
か
ら
長
崎
町
人
尾
張
屋
五
兵
衛
（
西
浜
町
）
・
大
和
匡
甚
兵
衛
（
東
築
町
）
が
「
銀
元
」
と
し
て
参
画
。
ま
た
、

同
三
年
間
五
月
二
九
日
よ
り
は
、
椎
葉
山
の
内
、
大
河
内
村
東
合
川
獄
・
不
動
村
山
葵
谷
が
「
長
崎
町
人
二
組
一
一
市
銅
山
見
立
、
自

分
入
用
を
以
問
堀
」
と
し
て
、
上
記
二
名
の
外
に
、
井
筒
屋
庄
右
衛
門
（
五
嶋
町
）
・
荒
木
文
兵
衛
（
金
（
マ
マ
）
町
）
の
名
前
が
み

え
る
。
何
れ
も
、
事
保
二
年
頃
に
は
、
「
銀
元
払
底
」
を
事
由
に
、
銀
主
を
大
坂
納
屋
市
郎
兵
衛
に
取
替
え
ら
れ
た
が
、
元
文
五
年
閏

七
月
五
日
に
は
、
「
五
木
銅
山
相
止
」
と
稼
行
そ
の
も
の
が
休
止
し
た
。
事
保
期
の
球
磨
銅
山
に
つ
い
て
は
、
銅
吹
所
発
頭
人
石
田
と

の
関
連
が
推
測
で
き
た
が
、
こ
う
し
た
長
崎
町
人
の
資
本
展
開
と
、
長
崎
へ
の
荒
銅
廻
送
と
の
関
係
は
、
明
和
期
の
肥
後
椎
葉
銅
山
・

球
磨
深
田
銅
山
（
江
上
新
右
衛
門
・
山
下
小
太
郎
）
、
豊
後
佐
伯
銅
山
（
茶
屋
吉
左
衛
門
）
・
長
州
蔵
目
喜
銅
山
（
最
中
屋
庄
兵
衛
・

村
木
惣
助
・
深
見
屋
源
助
）
に
も
み
ら
れ
る
極
め
て
顕
著
な
例
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
長
崎
貿
易
に
供
す
る
御
用
銅
の
長
崎
直
買
入
制



の
施
行
と
こ
れ
に
敏
感
に
反
応
し
、
会
所
か
ら
の
前
借
銀
な
ど
を
当
て
込
み
、
銅
山
経
営
に
手
を
染
め
る
長
崎
町
人
の
特
徴
的
な
動

向
の
反
映
と
し
て
、
石
田
の
球
磨
銅
山
へ
の
経
営
参
画
を
考
え
ら
れ
得
る
と
思
わ
れ
る
。
⑦
は
、
事
保
一
一
年
小
豆
嶋
破
船
に
伴
う

歩
一
銅
の
買
い
戻
し
分
で
あ
る
。
こ
の
破
船
は
、
享
保
一
一
年
八
月
に
大
坂
を
出
帆
し
た
筑
後
榎
津
伊
左
衛
門
船
久
吉
丸
で
、
樟
銅

二
五

O
箱
（
約
二
万
五
、

0
0
0斤
）
を
積
載
し
て
い
た
。
そ
の
歩
一
分
、
二
五
箱
分
の
高
で
あ
る
。
な
お
、
歩
一
に
つ
い
て
は
、

「
御
預
り
地
之
法
を
以
被
何
達
十
歩
一
御
取
被
成
候
、
尤
吹
や
方
よ
り
当
会
所
へ
買
上
候
直
段
を
以
買
戻
し
申
候
」
と
あ
る
。
以
上
、

七
項
目
が
会
所
買
入
分
で
あ
る
が
、
長
崎
会
所
に
よ
る
大
坂
で
の
直
買
入
に
相
当
す
る
分
は
、
三
五
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
程
し
か
占
め

ず
、
享
保
一
一
年
、
初
村
・
森
出
役
時
の
買
入
高
も
、
お
そ
ら
く
は
、
買
入
総
高
に
占
め
る
割
合
は
、
こ
れ
と
同
程
度
だ
っ
た
で
あ

ろをつ。銅
輸
出
高
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
船
（
二
鰻
）
へ
一

O
O万
斤
が
渡
さ
れ
、
唐
船
へ
対
し
て
は
、
三
四
七
万
六
、
六
O
O斤
と
、

平
均
八
万
八
五
一
斤
宛
の
掛
渡
高
で
あ
る
。
「
享
保
九
辰
年
唐
船
拾
三
般
商
売
元
払
聞
出
銀
御
勘
定
帳
」
に
よ
れ
ば
、
唐
船
一
三
鰻

で
、
総
計
九
七
六
万
斤
、
一
般
平
均
七
万
五
、

O
七
七
斤
宛
で
あ
る
か
ら
、
平
均
値
は
享
保
九
年
よ
り
五
、

0
0
0斤
程
多
く
な
る
。

享
保
二
一
年
の
場
合
、
各
船
別
の
銅
輸
出
高
は
判
明
し
な
い
が
、
同
九
年
の
各
出
航
地
別
の
内
訳
で
は
、
南
京
船
五
膿
（
七
万
六
、

0
0
0斤
宛
）
、
寧
波
船
五
腰
（
七
万
六
、

0
0
0斤
宛
）
、
東
京
船
一
般
（
七
万
六
、

0
0
0斤
）
、
慶
門
船
一
腹
（
八
八
、

0
0
0

斤
）
、
台
湾
船
一
腰
（
五
二
、

0
0
0斤
）
と
な
り
、
来
航
数
の
多
い
南
京
・
寧
波
に
つ
い
て
は
、
一
腫
七
万
六
、

0
0
0斤
が
目
安

と
な
ろ
う
。
そ
の
他
、
未
三
番
・
八
番
・
ニ
九
番
船
の
御
用
物
代
り
等
と
な
る
が
、
そ
の
内
訳
は
、
蕩
枝
五
斤
代
の
内
に
樟
銅
一
斤

余
、
砂
糖
・
龍
眼
図
一

O
貫
一
八
二
匁
の
代
り
樟
銅
八
、
四
八
五
斤
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
銅
貿
易
の
構
造
の
中
で
、
特
徴
的
な
こ
と
は
、
や
は
り
「
地
下
吹
屋
出
来
銅
」
と
さ
れ
た
、
当
時
の
長
崎
銅
吹
所
に
よ

る
樟
銅
売
上
で
あ
ろ
う
。
事
保
一
一
年
に
七
O
万
斤
の
荒
銅
廻
送
が
予
定
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
年
間
一

O
O万
斤
を
超
過
し
、

ほ
ぽ
全
大
坂
銅
吹
屋
売
上
分
三

O
六
万
斤
余
（
②
＋
④
）
の
三
分
の
一
程
度
、
輸
出
内
訳
に
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
渡
銅
高
以
上
の 鰻

近
世
長
崎
銅
吹
所
に
つ
い
て

七



近
世
長
崎
銅
吹
所
に
つ
い
て

八

精
錬
能
力
を
有
す
る
銅
吹
所
が
長
崎
に
存
在
し
た
こ
と
の
意
味
を
軽
視
し
て
は
な
ら
な
い
。

お
わ
り
に

以
上
、
享
保
一
一

1
一
二
年
と
い
う
限
ら
れ
た
年
次
で
は
あ
る
が
、
管
見
の
史
料
を
も
と
に
秋
田
荒
銅
の
長
崎
廻
送
の
実
態
、
お

よ
び
銅
貿
易
上
に
お
け
る
長
崎
銅
吹
所
の
意
義
を
数
量
的
に
検
討
し
た
結
果
、
長
崎
銅
吹
所
は
、
当
初
、
九
州
域
銅
山
の
産
銅
精
錬

を
目
的
に
設
置
さ
れ
な
が
ら
も
、
実
態
と
し
て
は
高
品
位
の
秋
田
荒
銅
の
精
錬
を
実
施
し
、
そ
こ
で
精
錬
さ
れ
た
樟
銅
は
銅
輸
出
の

構
造
上
、
少
な
か
ら
ざ
る
意
義
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
で
き
た
と
思
う
。
こ
う
し
た
施
設
的
に
も
相
当
規
模
を
有
し
た
長

崎
銅
吹
所
の
実
態
を
踏
ま
え
つ
つ
、
当
該
期
の
銅
貿
易
、
あ
る
い
は
銅
統
制
策
は
再
考
さ
れ
な
砂
れ
ば
な
ら
い
。
就
中
、
重
要
だ
と

認
識
さ
れ
る
点
は
、
長
崎
銅
吹
所
を
め
ぐ
っ
て
「
地
下
銅
吹
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
如
く
、
か
か
る
施
設
の
設
置
が
、
御
用
銅

の
会
所
直
買
入
体
制
の
整
備
を
契
機
と
し
た
、
長
崎
地
下
に
よ
る
銅
吹
業
務
へ
の
進
出
で
あ
り
、
大
坂
銅
吹
屋
・
銅
問
屋
を
基
軸
と

し
た
既
存
の
銅
流
通
機
構
へ
の
影
響
で
あ
る
。
即
ち
、
正
徳
期
以
降
、
長
崎
貿
易
利
銀
の
減
少
と
幕
府
に
よ
る
貿
易
利
銀
収
公
政
策

と
相
倹
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
長
崎
地
下
困
窮
」
と
い
っ
た
状
況
下
、
一
大
銅
精
錬
施
設
を
長
崎
市
中
に
設
げ
、
大
規
模
な
雇
用
確
保

と
会
所
か
ら
の
吹
賃
収
入
に
よ
っ
て
地
下
の
経
済
的
な
振
興
を
計
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
長
崎
銅
吹
所
が
、

結
果
的
に
、
秋
田
銅
の
賃
吹
を
め
ぐ
っ
て
、
大
坂
銅
吹
屋
と
の
聞
で
深
刻
な
対
抗
関
係
を
惹
起
し
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
長

崎
「
地
下
」
吹
匿
と
し
て
設
置
さ
れ
た
銅
吹
所
は
、
良
質
な
秋
田
荒
銅
を
主
た
る
精
錬
原
料
と
し
、
し
か
も
そ
の
年
間
精
錬
高
が
一

二
O
万
斤
程
に
も
及
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
坂
銅
吹
屋
の
経
営
存
続
に
重
大
な
影
響
を
及
ぽ
し
得
る
存
在
と
な
っ
た
。
第
一
章
で
も

引
用
し
た
銅
吹
屋
の
顧
書
に
は
、
「
翌
年
（
事
保
一
二
年
）
よ
り
秋
田
銅
百
万
斤
、
其
外
南
部
銅
右
嘉
平
次
於
長
崎
吹
方
仕
候
、
此
節

弥
私
共
仲
間
家
業
無
数
罷
成
難
儀
仕
候
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
、
享
保
一
七
年
一
二
月
の
大
坂
銅
吹
屋
中
の
申
し
合
わ
せ
に
は
、
「
長
崎

御
用
銅
請
負
人
数
多
出
来
、
吹
屋
仲
間
は
銘
々
任
勝
手
、
抜
買
抜
売
等
致
候
様
相
成
、
お
の
つ
か
ら
御
用
銅
も
致
不
足
、
不
勝
手
而



己
ニ
相
成
候
、
其
上
秋
田
銅
吹
賃
之
義
も
、
先
年
は
仲
間
中
へ
不
残
受
取
候
処
、
近
年
長
崎
銅
吹
屋
出
来
、
以
後
八
歩
通
長
崎
え
下

り
、
其
外
当
地
請
合
之
者
へ
相
渡
り
、
吹
屋
中
へ
は
漸
々
一
二
歩
通
り
相
渡
候
罷
成
、
弥
以
仲
間
中
及
困
窮
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
秋
田
銅
の
確
保
を
め
ぐ
る
対
抗
関
係
の
解
消
は
、
「
と
か
く
此
度
者
大
坂
古
来
之
吹
屋
中
ヲ
手
ニ
附
候
思
ひ
入
ニ
て
、
長
崎

新
吹
屋
も
窪
田
様
（
長
崎
奉
行
窪
田
忠
任
）
彼
是
御
晶
展
ニ
思
召
候
得
共
、
銀
座
よ
り
達
市
相
願
長
崎
一
一
吹
屋
有
之
候
而
ハ
九
州
地

之
銅
抜
ヶ
取
〆
か
た
く
候
趣
を
以
再
三
申
出
、
弥
相
潰
れ
候
筈
ニ
相
成
申
筈
之
由
ニ
承
知
仕
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
大
坂
銅
吹
屋
中

を
中
核
に
銅
統
制
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
銀
座
に
よ
る
大
坂
銅
座
の
再
設
置
（
元
文
三
年
）
に
伴
う
長
崎
銅
吹
所
の
廃
止
を
ま
た
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。

な
お
、
本
論
で
は
、
長
崎
銅
吹
所
の
適
時
的
な
樟
銅
売
上
高
な
ど
の
基
礎
的
デ
l
タ
を
必
ず
し
も
充
分
に
提
示
で
き
ず
、
特
定
年

次
で
の
評
価
し
か
達
成
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

【註】
（1
）
享
和
二
年
一
二
月
の
町
年
寄
久
松
善
兵
衛
「
由
緒
書
」
（
長
崎
県
立
図
書
館
渡
辺
文
庫
）
に
は
、
「
右
（
久
松
）
善
兵
衛
儀
鋳
銭
之
儀
存
寄
申
上
候
慮
、

同
（
元
文
）
五
年
十
二
月
於
当
地
鋳
銭
座
善
兵
衛
え
被
仰
付
、
翌
酉
（
寛
保
元
）
年
よ
り
丑
（
延
享
二
）
年
迄
五
ヶ
年
之
間
一
手
ニ
引
請
相
勤
」
と
あ

λ
w
。

（2
）
渡
辺
庫
輔
「
長
崎
銭
」
（
『
崎
陽
論
孜
』
・
親
和
銀
行
、
一
九
六
四
年
八
月
、

E
H
N
i白
ω）
、
山
脇
悌
二
郎
「
統
制
貿
易
の
展
開
」
（
『
長
崎
県
史
』
対
外

交
渉
編
・
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
一
月
、

2
0ご
な
ど
。

（3
）
寛
延
四
年
未
一

O
月
「
地
売
銅
吹
方
願
下
書
」
（
住
友
家
文
書
N
0

・H
O
O－
吋
C
C
H
）。

（4
）
『
住
友
史
料
叢
書
』
・
「
年
々
諸
用
留
」
四
番
（
上
）
、

E
5
1
H
5。
以
下
に
引
用
す
る
「
年
々
諸
用
留
」
は
、
す
べ
て
『
住
友
史
料
叢
書
』
（
恩
文
閣

出
版
、
一
九
八
五
年
一
一
月
1
）
所
収
分
で
あ
る
。

（5
）
『
泉
屋
叢
考
』
第
拾
九
輯
（
住
友
修
史
室
編
、
一
九
七
七
年
一
一
月
）
、
目
叶

i
z。
な
お
こ
の
吹
所
は
、
南
北
一
九
間
四
尺
ニ
寸
、
東
西
は
南
側
二
七

問
、
北
側
三
二
関
ほ
ど
の
広
さ
を
も
っ
。

近
世
長
崎
銅
吹
所
に
つ
い
て

九



近
世
長
崎
銅
吹
所
に
つ
い
て

四
0 

（6
）
以
下
、
こ
こ
で
触
れ
た
銅
精
錬
は
、
「
鼓
銅
図
録
」
（
「
江
戸
科
学
古
典
叢
書
』
一
、
恒
和
出
版
、
一
九
七
六
年
六
月
、
影
印
本
）
に
よ
っ
た
。

（7
）
荒
銅
に
含
ま
れ
る
含
銀
量
は
、
荒
銅
価
格
に
明
確
に
反
映
す
る
。
宝
暦
一
二
年
か
ら
明
和
二
年
迄
の
大
坂
銅
吹
屋
購
入
分
の
地
売
銅
価
格
を
み
る
と
、

記
録
さ
れ
た
四
四
銘
柄
の
内
、
一

O
O斤
に
付
一

O
O匁
を
切
る
の
は
、
日
向
国
日
平
（
七
二
匁
五
分
1
八
二
匁
）
・
同
土
々
呂
鏑
（
六
二
匁
五
分
1
七

三
匁
）
の
二
銘
柄
の
み
で
、
し
か
も
、
例
外
的
に
廉
価
で
あ
る
（
「
銅
出
来
高
帳
」
長
崎
県
大
村
市
立
史
料
館
峰
家
史
料
呂
由

H
S
。

（8
）
「
鋳
銭
一
件
」
（
長
崎
県
立
図
書
館
渡
辺
文
庫
）
。
以
下
、
長
崎
鋳
銭
に
関
す
る
記
事
で
、
特
に
引
用
を
断
ら
な
い
も
の
は
、
こ
の
史
料
を
典
拠
と
し
て

い
る
。
明
和
期
長
崎
鋳
銭
は
、
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
輸
出
銅
銭
の
鋳
造
を
目
的
と
し
て
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
従
前
か
ら
継
続
さ
れ
て
き
た
金

（
小
判
）
輸
出
の
代
替
措
置
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
。

（9
）
「
鋳
銭
吹
所
図
」
（
長
崎
市
立
博
物
館
）
。
彩
色
・
一
鋪
。
一
部
破
損
有
。
作
成
年
号
な
ど
は
記
さ
れ
な
い
が
、
坪
数
や
塩
硝
蔵
跡
穴
蔵
・
敷
地
内
の
稲

荷
・
熔
土
の
普
請
状
況
（
明
和
五
年
正
月
の
増
設
ヶ
所
の
一
致
）
か
ら
明
ら
か
に
、
明
和
期
稲
佐
鋳
銭
吹
所
の
絵
図
で
あ
る
。

（
日
）
「
長
崎
銅
座
買
入
銅
記
録
」
（
蜂
家
史
料

H
8
1
5）
。
長
崎
市
中
町
方
四

O
町
の
内
、
一

O
人
以
上
の
細
工
人
を
擁
す
る
の
は
、
銅
座
跡
と
本
古
川
町
の

二
町
の
み
。
そ
の
他
、
今
博
多
町
九
名
・
万
屋
町
八
名
・
八
幡
町
七
名
が
比
較
的
多
く
の
細
工
人
を
抱
え
て
い
る
。
な
お
、
典
拠
史
料
の
内
容
は
、
長

崎
鋳
銭
に
拘
わ
る
地
金
や
そ
の
他
入
用
物
の
購
入
記
録
で
あ
る
。

（
日
）
「
御
書
出
之
写
」
三
（
長
崎
県
立
図
書
館
藤
文
庫
）
、
明
和
元
年
一
一
月
条
。

（
ロ
）
「
長
崎
実
録
大
成
」
正
編
（
『
長
崎
文
献
叢
書
』
第
一
集
・
第
二
巻
、
長
崎
文
献
社
、
一
九
七
三
年
一
二
月
）
、
呂
志
。
こ
の
大
火
に
よ
る
類
焼
は
、
ヶ

所
持
四
六
八
人
・
竃
一
、
九
二
一
人
・
家
内
四
、
七
六
八
人
の
合
計
七
、
一
四
八
人
に
も
及
ん
だ
。

（
日
）
「
亥
年
よ
り
辰
年
迄
鋳
銭
地
金
代
井
出
来
銭
諸
雑
費
等
差
引
余
銀
積
り
等
書
付
」
（
峰
家
史
料
H
H
N
l申
＼
H
H
N
l
H
H
）。

（M
）
正
徳
新
令
以
降
の
い
わ
ゆ
る
長
崎
「
地
下
困
窮
」
の
問
題
は
、
当
時
の
人
々
の
認
識
に
お
い
て
も
、
唐
蘭
貿
易
不
振
と
地
下
配
分
額
の
実
質
的
な
減

退
と
し
て
と
ら
れ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
一
要
因
と
し
て
長
崎
鏑
廻
の
不
進
と
、
定
高
制
に
規
定
さ
れ
た
銅
輸
出
価
格
と
買
入
価
格
の
差
損
の
補
填
（
銅

償
銀
）
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
長
崎
袋
町
戸
田
八
兵
衛
・
本
興
善
町
藤
嶋
戸
太
夫
ら
が
享
保
九
年
一
二
月
、
江
戸
勘
定
所
へ
提
出
し

た
貿
易
改
革
意
見
書
「
乍
恐
以
書
付
御
注
進
申
上
候
御
事
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
）
に
は
、
「
長
崎
之
儀
十
年
来
地
下
人
共
至
極
困
窮
仕
渡
世
取
続
兼
一
統

ニ
難
儀
仕
候
、
（
中
略
）
然
慮
、
近
年
唐
阿
蘭
陀
商
売
方
不
慈
ニ
相
見
え
候
付
て
、
唐
人
共
も
日
本
え
数
月
滞
留
仕
及
難
儀
候
段
連
々
伝
承
申
候
、
且
又

五
ヶ
所
商
人
共
も
近
年
打
続
不
景
気
ニ
在
之
損
失
仕
候
者
も
間
々
有
之
、
芳
以
長
崎
地
下
人
中
一
統
之
困
窮
ニ
罷
成
一
向
歎
数
存
寵
在
候
」
と
、
貿
易

不
振
に
起
因
し
た
地
下
の
困
窮
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
打
開
策
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。



（
日
）
「
正
徳
六
年
申
三
月
目
録
」
（
長
崎
県
立
図
書
館
渡
辺
文
庫
）
。

（
路
）
「
来
午
年
銅
御
買
入
被
仰
付
大
坂
え
為
買
入
会
所
役
人
両
入
手
代
壱
人
被
差
越
候
ニ
付
銅
方
定
覚
」
（
峰
家
史
料

H
8
1
8）
に
、
初
村
ち
の
大
坂
勤
務

に
関
す
る
諸
留
意
事
項
や
旅
費
・
諸
経
費
の
見
積
等
が
記
載
さ
れ
、
そ
の
詳
細
が
判
明
す
る
が
、
こ
う
し
た
会
所
役
人
の
大
坂
派
遣
の
問
題
は
、
別
途

稿
を
あ
ら
た
め
て
論
じ
た
い
。

（
口
）
「
享
保
十
一
午
年
銅
方
御
用
大
坂
登
諸
御
用
留
」
（
峰
家
史
料

HglNN）
。
乙
の
荒
銅
七
、

0
0
0筒
の
内
、
同
年
六
月
迄
に
三
、
六
O
O箇
が
廻
送
さ

れ
た
。

（
時
）
「
享
保
十
一
午
年
以
来
破
船
取
合
之
控
」
（
峰
家
史
料
H
O
－－
3
。

（
四
）
「
年
々
諸
用
留
」
四
番
（
上
）
、

HUMω
由

1
Nお。

（
初
）
当
該
史
料
を
享
保
一
一
一
年
と
推
定
す
る
根
拠
を
以
下
示
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
取
引
唐
船
数
が
四
ニ
艇
と
五
嶋
破
船
一
般
で
あ
る
こ
と
。
未
年
に
四

二
般
の
取
引
が
確
認
で
き
る
の
は
、
享
保
一
一
一
年
の
み
で
あ
る
（
例
え
ば
、
「
長
崎
実
記
年
代
録
」
九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
所
元
山
文
庫
）
。
ま
た
、

五
嶋
破
船
に
つ
い
て
も
、
「
御
奉
書
御
書
附
類
目
録
」
六
（
長
崎
県
立
図
書
館
）
享
保
一
一
一
年
の
項
目
に
、
そ
の
関
連
記
事
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
同

史
料
か
ら
「
未
年
唐
阿
蘭
陀
商
売
方
覚
書
」
中
に
み
え
る
御
用
唐
人
沈
栄
若
・
沈
大
成
・
劉
軽
光
の
三
名
は
、
「
未
（
享
保
一
一
一
年
）
弐
拾
番
船
」
に
よ

っ
て
乗
船
渡
航
し
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
以
上
か
ら
み
て
、
こ
の
史
料
の
年
次
は
享
保
一
二
年
で
あ
る
こ
と
が
確
定
さ
れ
よ
う
。
ま
た
、
同
史
料
の

作
成
は
、
記
事
の
中
に
、
「
申
十
月
廿
日
迄
」
の
勘
定
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
翌
一
三
年
一

O
月
頃
と
推
定
で
き
る
。

（
幻
）
つ
ま
り
、
「
銅
直
段
上
り
増
」
の
商
売
は
、
享
保
七
年
か
ら
同
一
八
年
に
亙
る
一
一
年
間
に
み
ら
れ
た
商
売
形
態
で
も
あ
っ
た
（
「
長
崎
実
記
年
代
録
」

第
弐
）
。

（
n）
「
信
牌
方
記
録
」
（
『
享
保
持
代
の
日
中
関
係
史
料
』
所
収
、
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
・
大
庭
傍
編
、
関
西
大
学
出
版
部
、
一
九
八
六
年
三
月
三

（
お
）
「
年
々
諸
用
留
」
四
番
（
上
）
、

E
g
i
H
S。

（M
）
中
国
易
産
・
中
村
質
校
訂
『
崎
陽
群
談
』
（
近
藤
出
版
社
、
一
九
七
四
年
一
二
月
）
、
田
区
。

（
お
）
「
御
奉
書
御
書
附
類
目
録
」
六
。

（
お
）
「
長
崎
会
所
五
冊
物
」
（
『
長
崎
県
史
』
史
料
編
第
四
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
三
月
）
、

MUS
・
5
H。

（
幻
）
「
享
保
四
亥
年
長
崎
廻
銅
代
銀
目
録
」
（
「
年
々
諸
用
留
」
四
番
（
上
）
、
司

8
1
5
N）。

（
お
）
「
享
保
十
一
丙
午
年
二
月
銅
代
銀
向
々
請
取
証
文
」
（
蟻
家
史
料
ロ
？
H

）
。
但
し
、
永
松
縛
銅
（
三
万
斤
）
・
別
子
縛
銅
（
八
万
斤
）
・
熊
野
棒
鋼
（
四

近
世
長
崎
銅
吹
所
に
つ
い
て

四



近
世
長
崎
銅
吹
所
に
つ
い
て

四

万
四
、

0
0
0斤
）
分
の
買
入
価
格
。

（
m）
「
年
々
諸
用
留
」
四
番
（
上
）
、
目
さ
i
q
H。

（
初
）
「
嗣
誠
独
集
覧
」
（
『
相
良
村
誌
』
資
料
編
二
、
一
九
九
五
年
三
月
）
、
思
包
・

ω
E
1
ω
g
・
ωロ
・
色
。
。

（
氾
）
「
大
意
書
」
巻
二
（
『
近
世
社
会
経
済
叢
書
』
第
七
巻
、
改
造
社
、
一
九
二
五
年
一
二
月
）
、
喝
さ
1
3
0

（m
M
）
「
享
保
十
一
午
年
以
来
破
船
取
合
之
控
」
（
峰
家
史
料

HCH130

（
お
）
な
お
、
御
用
唐
人
と
し
て
桜
馬
場
へ
招
聴
さ
れ
た
沈
大
成
・
陳
栄
若
・
劉
経
光
三
人
の
持
用
荷
物
の
取
引
で
、
元
代
一
一
六
賃
九
O
O目
の
代
り
に
、

銅
八
万
六
二
七
斤
余
（
一

O
O斤
一
四
五
匁
）
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
、
唐
船
輸
出
総
高
に
含
ま
れ
か
否
か
は
判
明
し
な
い
。
た
だ
、
表
示

し
た
樟
銅
の
受
渡
に
は
、
こ
の
分
は
特
に
項
目
を
設
け
て
計
算
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
輸
出
総
高
に
含
ま
れ
計
上
さ
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
、
享

保
一
二
年
の
一
船
毎
の
平
均
積
高
が
、
同
九
年
を
上
回
る
一
つ
の
要
因
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
泌
）
因
み
に
、
享
保
一
二
年
の
取
引
唐
船
四
二
般
と
五
嶋
破
船
の
内
訳
は
、
南
京
一
二
銭
・
寧
波
一

O
綬
・
台
湾
二
鰻
・
広
南
三
般
・
広
東
六
鰻
・
慶
門

三
鰻
・
岐
噌
唱
三
綬
・
東
京
一
鍍
・
占
城
一
般
・
東
捕
察
一
般
・
五
嶋
破
船
寧
波
船
一
般
で
あ
る
。

（
お
）
乙
の
点
は
、
例
え
ば
、
永
積
洋
子
編
『
唐
船
輸
出
入
品
数
量
一
覧
忌
勾
ム
∞

ωω
』
（
創
文
社
、
一
九
八
七
年
二
月
）
の
享
保
一

O
年
の
各
船
別
の
鏑

輸
出
高
よ
り
も
伺
え
る
（
足
勾
）
。

（
お
）
「
年
々
諸
用
留
」
四
番
（
上
）
、
市
N包
i
N
b。

（
幻
）
「
銅
座
方
要
用
控
」
壱
番
（
住
友
家
文
書
店
－
a
c
c
－H
）。

（
付
記
）
本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
奨
励
費
に
よ
る
「
近
世
日
本
銅
の
生
産
と
流
通
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


